
福島市立清明小学校  学校だより 令和３年 8 月２７日   第２０号  〈文責〉校長 
 

みんなとともに笑顔いっぱい －「学びあい」「認めあい」「高めあい」 －

 

 

 

  
 ８月２０日に福島市教委から「オンライン授業の試行」の通知が入り、「状況が変わったので延期に 
する」旨の通知が８月２４日にありました。内容は「１校時目に家庭でオンライン授業を受け、それか 
ら登校する」というものです。本校では最近の感染状況を踏まえて動かずにいましたので、通知のとお 
り「延期」にします。延期をせずに実施する学校もありますが、本校の対応へのご理解をお願いします。 
 

二学期にがんばりたいこと －「第２学期始業式」での発表から － 
 
 ８月２３日（火）の２校時に、「第２学期始業式」を行いました。「感染症対策」と「熱中症対策」として、
校長室と教室をリモートで結んでの「オンライン始業式」としました。今年度は「全校集会」も継続してオンラ
イン開催としていますので、すっかり子どもたちも慣れました。 
 今回は、１年生と２年生の代表が、「夏休みの思い出と 二学期にがんばりたいこと」を発表しましたので、
今週のうちにお届けします。 
 
「なつやすみの おもいでと 二がっき がんばりたいこと」 １年 すどう さあや 
 
 わたしは、なつやすみも がくどうに いっていました。がくどうでは、カップめんを みんなで たべたり、おひるを 
コンビニに かいに いったり、こむこむに いったりと、たのしい ぎょうじが たくさん ありました。 
 そのなかで、一ばん たのしかったのは、こむこむに いった ことです。こむこむでは、四かいの めいろが たのし
かった です。たかい かべに かこまれた みちを、スタートから ゴールまで いきます。でも、とちゅうで わかれみち
が あったり いきどまりが あったり、さかみちが あったりして、なかなか ゴール できませんでした。ぶじに ゴール 
できたときは、あんしん しました。 
 がっこうから もちかえった あさがおの せわは、まいにち やりました。みずやりを して、のびた つるを まいて 
あげました。はなの ひらくところも かんさつしました。いままでと ちがった いろの はなが さいたので、びっくり 
しました。うすい むらさき いろの はな でした。はなは、さかなく なって きた けれど、かわりに みどりの おうか
んの ような ものが できて きました。それが ちゃいろに なって きたので、とって、かわを むいたら、くろい たね
が できて いました。おせわ して よかったと おもいました。 
 いよいよ きょうから 二がっき です。 
 二がっきは、ほんを たくさん よみたいと おもいます。としょしつの ほんや、うちに ある ほんを どんどん よん
で １００さつ ぐらい よみたいです。あきの こうえんに いくのも たのしみです。 
   
「1 学きの はんせいと、二学きの めあて」        2 年 よし田 い月 
 
 わたしが、１学き がんばった ことは、きゅうしょくを のこさずに たべる ことです。１年生の時は、やさいを へ
らすことが 多かったです。二年生になって、あまり へらさなく なりました。ミニトマトも たべられる ように な
りました。 
 つぎに、お手つだい です。すすんで することは あまり できません でしたが、まい日 とりくみました。 
 夏休みは、早ね 早おきを するように しました。お手つだいも じ分から、すすんで できました。読書も たくさん 
して、目ひょうの 十さつを 読みました。 
 二学き がんばりたい ことは、三つ あります。 
 １つ目は、１学きの ように、１日も 休まず 学校に これる ように、手あらい・うがいを かならず することです。 
 ２つ目は、算数の かけ算 です。しっかり おぼえたい です。テストなどでは、もんだいを よく 読んで、おわった
ら、ちゃんと 見なおしを します。 
 ３つ目は、ピアノの れんしゅう です。十一月に、はっぴょう会が あります。ピアノは、むずかしい ですが、たの
しい です。はっぴょう会で きれいに えんそう できる ように、れんしゅうを がんばります。 
 とくに、この 三つが できる ように がんばり たのしく すごしたい です。 
 
【校長のつぶやき】 その８６ 「包み込む」  
 最近の世の中の風潮で気になることは、みんなが「正しさ」を主張することである。ただし、その「正しさ」
とは、自分の視点から見た「正しさ」である。例が適当であるかは分からないが、「オリンピックを開催する方
がよい」という考えの人は「開催しない方がよい」という考えを否定する。その逆もしかりである。互いの「正
しさ」の主張は、決して交わることはない。 
 しかし、考えてみると、どちらも「同じ面」に立っていて、「光」の当て方が違うだけのような気がする。も
し、解決を図るのであれば、もっと高みにある「違う面」に立つ必要がある。どちらの「正しさ」も包み込むよ
うな「第三の案」である。本校は「道徳科」を研究教科としているが、ねらいは「多面的・多角的」に物事を考
えることのできる子どもに育てることにある。「道徳ノート」にその痕跡が見られるようになってきた。本校の
子どもたちが、すべてを「包み込む」ことのできるような広い視野を持つ子どもに育ってくれたら本望である。 

 
 


